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令和６年１月２３日 

タイトル 
新たな学びにチャレンジする秦野っ子 

ＮＰＯと協働したプログラミング学習を実施します 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 
１月２９日（月曜日）１３：２５～１４：１０ 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 
東小学校 ４年２組（３１人） 

Ｗｈｏ 

（だれが） 志田
し だ

 拓也
た く や

 教諭（担任は４年３組） 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

総合学習の時間で「身近な生活品について」をテーマに、Ｎ

ＰＯ団体ミライキッズが開発し、全国１３カ所の自治体で導入

が進むデジタル教材※を使った、プログラミング的な思考を育む

授業を実施します。 

※アプリの使い方を解説するやワークシートなど 
Ｈｏｗ 

（どのように） 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

当市では、地域や民間企業と協働した教育活動として、新た

な学びプロジェクトを推進しています。 

このような中、今年度の全国学力・学習状況調査結果から、

当市の課題として、根拠を持ち、筋道を立てて自分の考えを説

明する論理的思考を育む必要があることがわかりました。 

そこで、今回の授業を通じ、身近な生活用品の中にもプログ

ラミングが関係していることを知り、その仕組みについて考え

ることで論理的思考を育みます。 

過去の実績 

・小・中学生の論理的思考を育む取り組みの一環で、昨年度か

ら神奈川新聞とＮＰＯ団体ミライキッズとの連携を開始した取

り組みを進めています。 

・昨年度は、堀川小学校をモデル校とし、研究授業などにより

秦野のプログラミング教育普及事業を進めています。 

今後の取り組み 

・今年度はミライキッズと協働し、本町小学校でも実践研究を

行っています。 

・今後もさまざまな企業などと連携しながら、デジタル教材の

活用も含め、思考力を高めるため各校の新たなチャレンジを支

援していきます。 

問い合わせ 
教育指導課 学習支援担当：德田 

電話：０４６３（８４）２７８６ 

 


